


    悩み

     死に至るまでの苦しみの過程に恐怖があった。 


    助言

    
              【がんの苦しみをやわらげることは可能です】




  
  がんについては、これまで『不治の病』とされ、『苦しい』とか『痛い』といった社会的なイメージが長年にわたって作られてきました。このイメージは、地域によっては、今でも根強く残っているようです。
しかし、現在では、患者さんが感じている苦しみを総合的にやわらげるためのサポートが行われるようになりつつあります。
このような総合的なサポートのことを、緩和ケア（緩和医療も緩和ケアとほぼ同じ意味です）と呼んでいます。
緩和ケアを受けると、薬をはじめとするいろいろな方法で、痛みや不快感を取ったり、軽くしたりすることができます。
がんが原因となる痛みをやわらげる治療の基本となるのが、『WHO方式がん疼痛治療法』です。WHO方式がん疼痛治療法は、一定時間ごとに痛みの強さに応じた薬を飲むことを基本とする治療法ですが、適切に実施すれば、8割から9割の患者さんで、がんの痛みを取ることができると言われています。
WHO方式がん疼痛治療法でやわらげることができない痛みや、痛み以外の不快な症状に対しても、さまざまな治療方法が工夫され、着実に成果を上げつつあります。
さらに、緩和ケアが対象とするのは、体の苦しみだけではありません。
いま悩んでいる心配事や、将来に対する不安など、あなたが感じている様々なこころの苦しみについても、やわらげることができるように支援していきます。
『緩和ケア』は、診断の時から終末期まで、いつでも受けることができます。担当医に相談してみてください。
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